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が
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。
ボ
ー
ル
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︵
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︑
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ツ
大
会
︶

主な内容　　
　８月30日㈯午前８時から市内で県総合防災訓練を実施　……………　２㌻
　「同胞」感謝祭～40年目の出会い～ 映画を通じた巡り合いに感謝　…　３㌻



市
内
で
県
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

■　

３
市
町
で
広
域
的
な
防
災
訓
練

　
県
で
は
、
災
害
時
に
迅
速
か
つ
的
確
な

応
急
対
策
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
８
月
3０

日
㈯
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
26
年
度
は
、
岩
手
山
が
噴
火
し
、
大
雨

に
よ
っ
て
土
石
流
災
害
が
発
生
し
た
こ
と

を
想
定
。
本
市
と
滝
沢
市
、
雫
石
町
の
３

市
町
を
会
場
に
、
広
域
的
な
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

■　

災
害
時
の
対
応
を
確
認
し
よ
う

　
市
内
で
行
わ
れ
る
主
な
訓
練
内
容
と
場

所
は
、
下
に
示
す
と
お
り
で
す
。

　
実
際
の
災
害
時
に
慌
て
ず
、
落
ち
着
い

て
行
動
で
き
る
よ
う
、
対
応
方
法
を
皆
さ

ん
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
訓
練
当

日
の
午
前
８
時
か
ら
９
時
ま
で
の
間
に
、

防
災
無
線
の
サ
イ
レ
ン
な
ど
が
放
送
さ
れ

ま
す
が
、
訓
練
で
す
の
で
、
本
物
の
災
害

の
発
生
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
課
消
防
防
災

係（
☎
・
内
線
１
２
３
３
）ま
で
。

８
月
3₀
日
㈯
午
前
８
時
か
ら

市内で行われる主な訓練内容と場所
❶避難広報、避難所開設・運営訓練
　防災行政無線や緊急速報メールなどさまざまな手段で避難広報を実施。
避難指示を受けた地域の皆さんは、最寄りの避難場所に避難してください。
避難指示を発令する地区と避難場所は、次のとおりです。

❸土石流せき止め訓練
　土石流から住宅地域を防護する
ため、関係機関が連携し、流入予
想地域へ、土のうなどを設置しま
す。上平笠地区で実施します。
❹応急炊き出し訓練
　避難者へ提供する食事として、
支援者による応急炊き出しを実
施。松尾コミュニティセンターで
行います。

昨年度は土のうの積み方などを訓練
（25年８月25日、松尾総合運動公園）

◆田頭地区（間羽松、中村、高宮、薬師、舘腰、町組）
▶避難場所　西根地区市民センター（間羽松）
　　　　　　田頭小学校（中村、高宮、薬師）
　　　　　　田頭コミュニティセンター（舘腰、町組）
◆松尾地区（田中、森子、上村、向村、山道、北寄木、
立石、中郡、鹿野、関口、新田）
▶避難場所　松野小学校（田中、森子、上村）
　　　　　　松尾コミュニティセンター（向村、山道、北寄木）
　　　　　　寄木小学校（立石、中郡、鹿野、関口）
　　　　　　新田生活改善センター（新田）
　訓練の避難指示は、午前８時ごろ、防災無線と緊急速報メール、広報車
を使用して実施します。緊急速報メールは、市内全域に配信されます。当
日、携帯電話などの鳴動で不都合がある人は、電源を切るなどご協力をお
願いします（マナーモードでも鳴動する場合があります）。
❷孤立地域救出救助訓練
　孤立者救援のため、午前1０時ごろ、救助用のヘリが、県民の森などに飛
来します。騒音などで付近の住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
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  『同
は ら か ら

胞』感謝祭～40年目の出会い～

映画通じた巡り合いに感謝
　

旧
松
尾
村
で
撮
影
さ
れ
た
映
画

「
同
胞
」の
出
演
者
や
市
民
ら
が
交
流

す
る「『
同
胞
』感
謝
祭
～
40
年
目
の

出
会
い
～
」が
７
月
20
日
、松
尾
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
同
胞
」は
実
話
を
基
に
、
旧
松
尾

村
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
公
演
に
向
け

て
奮
闘
す
る
青
年
会
の
活
躍
を
描
い

た
作
品
。
昭
和
50
年
に
撮
影
・
公
開

さ
れ
、
当
時
の
村
民
も
多
数
出
演
し

ま
し
た
。
山
田
洋
次
監
督
や
主
演
の

倍
賞
千
恵
子
さ
ん
は
、
撮
影
後
も
た

び
た
び
本
市
を
訪
れ
、
現
在
も
市
民

と
の
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
感
謝
祭
は
、
当
時
出
演
し
た
人
ら

有
志
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
開

催
。
山
田
監
督
、
倍
賞
さ
ん
、
寺
尾

聰
さ
ん
ら
が
出
席
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
撮
影
時
の
思
い
出
を
語
り
合
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
松
尾
中
学
校
の
ジ
ャ
ズ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ「
グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン

ズ
」が
演
奏
を
披
露
。倍
賞
さ
ん
と
夫

で
あ
り
作
曲
家
の
小
六
禮
次
郎
さ
ん

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
平

成
４
年
、
松
尾
中
学
校
文
化
祭
へ
の

招
待
を
き
っ
か
け
に
提
供
し
た
曲

「
約
束
」を
、
現
役
の
生
徒
た
ち
と
合

唱
し
た
ほ
か
、
劇
中
歌「
ふ
る
さ
と
」

を
来
場
者
全
員
で
歌
い
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
感
謝
祭
の
最
後
に
は
、
山
形
県
か

ら
取
り
寄
せ
た
映
写
機
で
、映
画「
同

胞
」を
上
映
。当
時
の
雰
囲
気
そ
の
ま

ま
に
映
画
を
楽
し
み
、
こ
れ
ま
で
続

く
出
会
い
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
映
画「
同
胞
」を
大
切
に
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

※
関
連
記
事
20
㌻

映画「同胞」撮影当時の思い出を語る関係者ら

倍賞千恵子さん（左）と
合唱する松尾中の生徒

映
画
は
山
形
県
か
ら
取
り

寄
せ
た
映
写
機
で
上
映 感謝の気持ちを込め山田洋次

監督に花束が送られました

写真パネルで当時を懐かしむ来場者
「グリーンウインズ」の演奏
が会場を盛り上げました
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渡辺 るみ さん

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
渡
辺
る
み
さ
ん
に
辞
令
を
交
付

　
７
月
１
日
、
佐
々
木
喜

子
医
師（
34
）が
、
西
根
病

　
市
は
７
月
１
日
、
本
市
５
人
目
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
、
渡
辺
る
み
さ
ん（
40
）に
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
東
京
都
出
身
。
海
外
で
の
生
活
経
験
が
豊
富

で
、
宝
飾
品
会
社
の
広
報
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
辞
令
交
付

式
で
、
渡
辺
さ
ん
は「
一
日
で
も
早
く
地
域
に
な
じ
み
た
い
で

す
」と
、
意
気
込
み
ま
し
た
。

県民俗芸能フェスティバルに
浅沢神楽が出演します

　26年度県民俗芸能フェスティバルに本市の
無形民俗文化財に指定されている「浅沢神楽」
が出演します。皆さんお誘い合わせの上、ぜ
ひご覧ください。
■日時　８月23日㈯、午後１時開演（午後０時
半開場）
■場所　県民会館大ホール　※入場無料
　詳しくは、県文化財愛護協会（☎019-661-
9688）まで。

浅
沢
神
楽
の「
権
現
舞
」

　
西
根
病
院

　
外
科
医
長
に
佐
々
木
喜
子
医
師

受
賞
フ
ァ
イ
ル（
敬
称
略
）

■
県
警
協
力
者
感
謝
状（
贈

呈
式
は
７
月
１
日
、
岩
手
警

察
署
で
開
催
）

▽
県
警
本
部
長
感
謝
状　
工

藤
昇（
下
平
笠
）

▽
岩
手
署
長
感
謝
状　
市
交

通
指
導
隊
松
尾
地
区
隊
、
小

山
田
靜
子（
下
町
二
区
）、
工

藤
友
則（
仲
町
）、
工
藤
豊
弘

（
新
興
通
り
）、
佐
々
木
敏
夫

（
松
川
）、立
花
一
彦（
黒
沢
）、

根
守
誠（
北
寄
木
）、
藤
江
智

明（
寺
田
）

■
第
52
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル

▼
盛
岡
地
区
大
会（
７
月

５
・
６
日
、
盛
岡
市
・
県
民

会
館
）【
県
大
会
出
場
校
】

◇
小
学
校
▽
銀
賞　
大
更
小

◇
中
学
校
▽
金
賞　
西
根
中

▼
県
大
会（
７
月
26
・
27
日
、

盛
岡
市
・
県
民
会
館
）

◇
中
学
校
▽
銀
賞　
西
根
中

※
小
学
校
の
部
は
、８
月
９・

10
日
に
北
上
市
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
商
工

観
光
課
に
席
を
置
き
、

主
に
安
比
塗
の
販
売
力

強
化
や
観
光
面
な
ど
で

の
支
援
を
行
い
、
本
市

の
地
域
活
性
化
に
貢
献

し
て
も
ら
い
ま
す
。

佐
々
木 

喜
子 

外
科
医
長

昭
和
55
年
、
遠
野
市
生
ま
れ
。

岩
手
医
科
大
学
大
学
院
卒

  市政のさらなる推進へ向け
県へ要望書を提出

　
市
は
７
月
23
日
、
県
へ
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
提
出
は
、
盛
岡
地
区
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
、
市
や
県

の
関
係
者
ら
約
20
人
が
出
席
。
田
村
正
彦
市
長
か
ら
杉
原
永
康

盛
岡
広
域
振
興
局
長
に
要
望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
か
ら
の
要
望
は
、
国

体
開
催
へ
の
支
援
や
観
光

の
振
興
、
県
道
や
河
川
の

整
備
の
ほ
か
、
医
療
費
助

成
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
県
は
、
国
体
の

た
め
、
市
町
村
と
共
に
連

携
し
、成
功
に
導
く
こ
と
、

そ
の
他
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
と
回
答
さ
れ
ま
し

た
。

田村市長（左）から杉原盛岡広域振興
局長に要望書が手渡されました

院
外
科
医
長
に
着
任
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
日
付
で

同
病
院
の
舘
道
芳
徳
医
師

（
37
）が
、
内
科
長
に
昇
格

し
ま
し
た
。

　
佐
々
木
外
科
医
長
を
含

め
、
同
病
院
の
常
勤
医
師

は
、６
人
と
な
り
ま
し
た
。
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第
８
回
市
畜
産
共
進
会
が
、

７
月
1０
日
、
な
か
や
ま
荘
隣
の

市
畜
産
共
進
会
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
共
進
会
は
、
市
内
の
乳

用
牛
お
よ
び
肉
用
牛
を
中
心
に

優
良
牛
を
一
堂
に
集
め
、
そ
の

展
示
と
評
価
を
行
い
、
家
畜
の

増
殖
と
飼
養
管
理
技
術
の
改
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
26
年
度
は
、
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種
42
頭
、
黒
毛
和

種
89
頭
の
計
１
３
１
頭
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
に
は
、
県
盛
岡
広
域
振

興
局
農
政
部
・
及
川
団
農
業
振

興
室
長
ら
が
あ
た
り
、
出
品
牛

の
体
高
、
胸
囲
、
腰
回
り
、
肉

の
つ
き
具
合
、
乳
器
の
状
態
な

ど
を
採
点
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
各
部
門
ご
と
の

名
誉
賞
や
金
賞
は
、
下
記
の

方
々
の
出
品
牛
に
決
定
し
ま
し

た（
敬
称
お
よ
び
名
号
は
省
略
）。

●
第
８
回
市
畜
産
共
進
会
結
果

◆
名
誉
賞

■
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
▼
第
１
部
～
４

部︻
未
経
産
牛
︼＝
盛
岡
農
業
高
校

（
滝
沢
市
）
▼
第
５
部
～
６
部︻
経
産

牛
︼＝
畠
山
満
理
奈（
大
更
）

■
黒
毛
和
種
▼
第
７
部
～
９
部︻
若

雌
︼＝
佐
々
木
秀
秋（
大
更
）
▼
第
10

部
～
11
部︻
経
産
牛
︼＝
小
笠
原
長
一

（
平
舘
）

◆
金
賞

■
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
▼
第
１
部
＝
盛

岡
農
業
高
校
▼
第
２
部
＝
田
村
勝

（
寺
田
）▼
第
３
部
＝
渡
辺
渡（
大
更
）

▼
第
４
部
＝
遠
藤
幸
太
郎（
寺
田
）

▼
第
５
部
＝
畠
山
満
理
奈
▼
第
６
部

＝
渡
辺
渡

■
黒
毛
和
種
▼
第
７
部
＝
佐
々
木
勝

仁（
大
更
）
▼
第
８
部
＝
佐
々
木
秀

秋
▼
第
９
部
＝
田
村
憲
一（
平
舘
）

▼
第
10
部
＝
遠
藤
政
勝（
平
舘
）
▼

第
11
部
＝
小
笠
原
長
一
▼
第
12
部
＝

伊
藤
春
男
、
遠
藤
千
鶴
子
、
佐
々
木

昇
、
伊
藤
勝（
寺
田
）

◆
ベ
ス
ト
ア
ダ
ー

▼
第
５
部
＝
渡
辺
渡
▼
第
６
部
＝
渡

辺
渡

◆
ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

▼
第
６
部
＝
木
村
秀
人（
松
尾
）

多
く
の
優
良
牛
が
一
堂
に
会
し

第
８
回
市
畜
産
共
進
会
を
開
催

「岩手署＠けいさつ安全情報」をメール配信中
　岩手警察署では、携帯電話向けに、管内（八幡平
市、岩手町、葛巻町）の防犯や交通安全に関する情
報について、メール配信しています。配信は、県
が運営する「いわてモバイルメール」サービスを利
用しています。
　インターネットサービスを契約していれば利用
でき、情報料は無料です（メール送受信のための通
信料は必要です）。　※パソコン、スマートフォン
でも利用できます。
■登録方法　登録は、直接ＵＲＬを入力するか、
携帯電話のバーコードリーダーでＱＲコードを読
み取るか、県ホームページから探す3つの方法が
あります。
❶直接ＵＲＬを入力する場合は、【hｔｔｐ：╱╱ʷʷʷ．
hｉɡhʷaｙ．ｐｒｅｆ．ｉʷaｔｅ．̡ ｐ╱ⅿｏｂｉˡｅ╱ｃｏnｔ０1．ｐhｐ⁇ｃｏnｔ︳

ｃｄ＝０００００００358】にアクセスしてください。
❷ＱＲコードを読み取る場合は、右
図のコードを携帯電話などで読み取
ってください。
❸県ホームページから探す場合は、

「いわてモバイルメール」のページ（hｔｔｐ：╱╱ʷʷʷ．
ｐｒｅｆ．ｉʷaｔｅ．̡ ｐ╱ｓｅｉｓaｋｕ╱ʲｏｕhｏｕｋa╱ⅿｏｂｉˡｅⅿaｉˡ╱）か
ら『配信中のコンテンツ一覧』⇒『お知らせ・募集』
⇒『岩手署＠けいさつ安全情報』と選択していき、

『受信登録用ページ』を開きます。
■登録手順　いずれかの方法で『受信登録用ペー
ジ』にアクセスし「受信登録する」を選び、空メール
を送信します。その後、受信したメール本文中の
ＵＲＬを開くと、自動的に登録されます。
　詳しくは、岩手警察署（☎62-０11０）まで。

雨が降りしきる中、
出品牛の採点が行わ
れました

出品前の最後の仕上げを
行う飼い主
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田
山
統
一
祭
典
が
７
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、

田
山
、折
壁
・
日
泥
、兄
川
の
３
集
落
で「
先
祓は
ら

い
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
扇
や
刀
を
持
ち

な
が
ら
集
落
内
を
練
り
歩
き
、
同
時
に
太
鼓
や

笛
の
音
に
合
わ
せ
て
、
勇
壮
に
舞
い
を
披
露
。

沿
道
に
は
、
市
民
の
方
々
の
ほ
か
に
、
遠
方
か

ら
の
見
学
者
が
大
勢
詰
め
か
け
、
踊
り
手
た
ち

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
先
祓は
らい
」に
は
、『
み
こ
し
が
通
る
道
筋
を
舞

い
に
よ
っ
て
先
に
祓は
ら

い
清
め
る
』と
い
う
由
来

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
市
の
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
日
、
横
間
虫
追
い
祭
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
虫
追
い
祭
り
は
、
天
明
３
年（
１
７
８
３
年
）

か
ら
２
０
０
年
以
上
続
く
、
五
穀
豊ほ
う

穣じ
ょ
うと

悪
虫

退
散
を
祈
願
す
る
歴
史
あ
る
伝
統
行
事
の
一
つ

で
す
。祭
り
で
は
、旗
を
持
っ
た
人
を
先
頭
に
、

男
人
形
、
女
人
形
の
順
に
列
を
つ
く
り
、
か
ね

や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、「
五
穀
豊
穣
、

稲
虫
は
ら
え
、豊
作
祭
り
や
ー
」と
威
勢
の
い
い

声
で
唱
え
、
１
時
間
程
か
け
て
集
落
内
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。

活
発
に
息
づ
く

古
き
良
き
伝
統

田山先祓い

兄川先祓い

折
壁
・
日
泥
先
祓
い

横間虫追い祭り
0606No.201◎2014． 8． 7



市夏まつり

平成26年度市成人式
　市は、平成26年度市成人式を開催します。
■期日　８月15日㈮
■場所　西根地区市民センター
■日程　午前８時半から…………受付
　　　　午前９時半から…………式典
　　　　午前1０時1０分から………記念講演
　　　　講師：株式会社テレビ岩手
　　　　　　　アナウンサー　江口アミさん
　　　　午前11時2０分から………記念撮影
■対象者　平成５年４月２日から平成６年４月１
日までに生まれた人で次のいずれかに該当する
人。❶市内の中学校を卒業、❷市内に住所を有す
る人
　市内中学校卒業者と４月3０日現在の市内対象
者には、案内はがきを送付しています。届いてい

　市は、毎年恒例となっている市夏まつりを開催します。
■期日　８月15日㈮　※雨天の場合は、16日㈯に延期
■場所　市松尾総合運動公園
■内容　午後５時半から…オープニング、太鼓演奏
　　　　午後６時から……さんさ踊り、盆踊り
　　　　午後７時半から…花火大会
　当日は、次のとおり、安代地区と会場を結ぶバスを運行し
ますので、ご利用ください。
　また、会場周辺で交通規制が行われますので、係員の指示
に従ってください。ご協力をお願いします。
　詳しくは、商工観光課観光振興係（☎・内線1297）まで。

///////////////111111111555555555555555555555555555555555555

///////////////111111111555555555555555555555555555555555555

色鮮やかな花火が夏の夜空を彩ります

ない人は、市役所地域振興課市民協働推進係（☎・
内線1142）にご連絡ください。
※　当日は、駐車場の混雑が予想されます。乗り　
　合いで来場するなど、ご協力をお願いします。

■安代地区バス運行表

※帰りは夏まつり会場を午後９時に
出発する予定です。

同級生と思い出を作りに参加しよう

会場ではさんさ踊りや盆踊りが行われます

イベント情報
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区　分 氏　名 所属（住所） 記　録

一
般
10
㌔

招待
選手

❶吉澤　雄喜 駒澤大学 31分20秒
❷内田　義信 駒澤大学 31分30秒
❸昆　充 駒澤大学 31分34秒

16
～
39
歳

男
❶ジョン・マイナ 東邦リファイン 30分21秒
❷大河原　雄平 岩手大学 33分9秒
❸松橋　勝也 盛岡第三高 34分51秒

女
❶原田　詠麻 ケミコン宮城 37分15秒
❷鈴木　絵里 能代山本陸協 ３7分29秒
❸高橋　杏 雫石高 41分14秒

40
～
59
歳

男
❶小松　尚夫 弘前大学ＲＣ 34分3秒
❷安島　雄二 多賀城市 35分52秒
❸大山　悦男 デンソー岩手 36分49秒

女
❶堤　佳子 青葉のまちＲＣ 41分1秒
❷森　祐子 練馬区 42分56秒
❸児玉　由美 北上市 43分15秒

60
歳
以
上

男
❶安藤　徹 八幡平市陸協 40分21秒
❷中野　茂樹 久慈市 41分32秒
❸畠山　勝男 田野畑村 42分９秒

女
❶仙道　英千子 秋田市 52分38秒
❷蒲沢　美恵子 八幡平市陸協 53分45秒
❸多田　恵子 横浜緑走友会 55分17秒

一
般
５
㌔

16
～
39
歳

男
❶森　友哉 東邦リファイン 15分16秒
❷柴田　樹 花巻北高 16分06秒
❸吉田　京平 ㈱タカヤ 16分14秒

女
❶石川　真弓 奥州市 19分37秒
❷柴田　真由美 滝沢市 20分15秒
❸齋藤　七彩 盛岡第四高 20分25秒

40
～
59
歳

男
❶田村　孝 八幡平市陸協 17分29秒
❷小野寺　栄光 ＴＥＡＭアルイテルヨ 17分38秒
❸森谷　俊樹 盛岡市 17分39秒

女
❶菅原　めぐみ かっぱ寿司水沢 19分53秒
❷苗代沢　栄里 チーム幸楽 20分51秒
❸川又　ミドリ 八幡平市陸協 22分８秒

60
歳
以
上

男
❶八重樫　光男 笹間ＭＣ 20分５秒
❷小野寺　勇一 ヒルトップＲＣ 20分20秒
❸菅原　秀 気仙茶の会 20分58秒

女
❶富樫　良子 秋田市 24分31秒
❷千葉　正子 宮城フェンダーサービス 25分23秒
❸野沢　多津子 大崎市 25分55秒

中
学
生
３
㌔

男
❶加藤　希績 遠野中 ９分42秒
❷髙橋　裕雅 湯田中 10分10秒
❸中嶋　蒼 奥中山中 10分11秒

女
❶髙橋　空良 西根中 11分23秒
❷失格  ― ―
❸木村　夏海 安代中  12分

フ
ァ
ミ
リ
ー
２
㌔

２
人
１
組

❶水戸　賢 黒川郡富谷町 7分17秒　水戸　華弥

❷安保　淳 盛岡市 ７分21秒　安保　敬仁

❸藤森　祐司 滝沢市 7分31秒　藤森　健伸

各種目上位入賞者（３位以内）
（記録の太字は新記録）

■　

地
元
選
手
も
大
健
闘

　
「
駆
け
よ　
強
く　
限
り
な
い
明
日
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
23
回
岩
手
山
焼
走
り
マ

ラ
ソ
ン
全
国
大
会
が
７
月
６
日
、
岩
手
山

焼
走
り
国
際
交
流
村
を
発
着
点
と
す
る
岩

手
山
パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン
の
折
り
返
し
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
１
８
９
１
人
が

出
場
。
一
般
と
中
学
生
の
男
女
14
種
目
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
、新
緑
の
コ
ー
ス
を
疾
走
。ゴ
ー

ル
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
手
渡
さ
れ
た

キ
ュ
ウ
リ
や
豚
汁
な
ど
を
堪
能
し
、
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
各
種
目
の
結
果
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す（
敬
称
略
）。

第23回岩手山焼走りマラソン全国大会

新記録目指しコース駆け抜ける

ファミリーの部は手をつないでゴール

ゴール後、キュウリに
かぶりつきました

一般10㌔・16～39歳男子
の部で２連覇を果たした
ジョン・マイナ選手

声
援
が
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

を
勇
気
づ
け
ま
す

一般10㌔のスタート
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◎
県
陸
上
選
手
権（
北
上
市
・
北
上
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

【
女
子
】
▽
砲
丸
投
げ
　
❶
畠
山
和
紀（
盛

岡
農
業
高
３
年
、
安
代
中
卒
）

◎
東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会

▪
相
撲（
６
月
28
、
29
日
、
宮
城
県
・
登

米
市
米
山
町
相
撲
場
）

▼
団
体　
❸
平
舘
高
校

▼
個
人
▽
個
人
選
手
権
　
❶
松
浦
智
哉

（
平
舘
高
３
年
）
❸
上
平
晴
輝（
平
舘
高
２

年
）
▽
80
㌔
未
満
　
❷
松
浦
裕
介（
平
舘

高
１
年
）
▽
80
㌔
以
上
１
０
０
㌔
未
満
　

❺
高
橋
直
也（
平
舘
高
２
年
）
❺
吉
田
皇

（
平
舘
高
１
年
）
▽
１
０
０
㌔
以
上
　
❺

松
浦
智
哉
❺
上
平
晴
輝
❺
高
橋
和
優（
平

舘
高
２
年
） 各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

▪
テ
ニ
ス（
６
月
28
～
30
日
、
山
形
県
天

童
市
・
山
形
県
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
）

【
男
子
】
▽
ダ
ブ
ル
ス　
❶
岩
手
高
校（
本

多
映
好
・
松
浦
洸
祐【
１
年
、
西
根
第
一

中
卒
】）

へ
い
が
わ
老
木
公
園
）

【
成
年
１
部
】　
❶
八
幡
平
ト
ー
レ
ゾ
ー
ル

▪
テ
ニ
ス（
７
月
12
、
13
日
、
盛
岡
市
・

県
営
運
動
公
園
コ
ー
ト
）

【
女
子
】　
❸
八
幡
平
市

▪
相
撲（
７
月
13
日
、
盛
岡
市
・
県
営
武

道
館
）

▽
団
体
　
❹
八
幡
平
市

▽
個
人
　
❷
里
館
健（
八
幡
平
市
）

◎
２
０
１
４
R
S
K
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
大
会
県
予
選
会（
７
月
５
、
６
日
、

安
比
高
原
コ
ー
ト
）

【
女
子
】
▽
シ
ン
グ
ル
ス
　
❶
髙
橋
優
実

（
松
尾
中
１
年
）

◎
第
52
回
東
日
本
実
業
団
選
手
権（
７
月

６
日
、
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
）

【
個
人
】
▽
重
量
級
　
冨
田
貴
男（
三
研
ソ

イ
ル
）

◎
第
25
回
全
国
都
道
府
県
中
学
生
相
撲
選

手
権
大
会
県
代
表
選
手
選
考
会（
７
月
13

日
、
盛
岡
市
・
県
営
武
道
館
相
撲
場
）

▽
軽
量
級
　
❶
松
浦
和
啓（
西
根
第
一
中

２
年
）
▽
無
差
別
級
決
勝
リ
ー
グ
　
❶
津

遠
藤
愛
美（
田
頭
小
）
❷
上
山
真
穂（
大
更

小
）
▽
中
学
生
決
勝
リ
ー
グ
　
❸
高
橋

野
々
花（
西
根
第
一
中
）
▽
高
校
生
以
上
　

❶
奥
瀬
絵
美（
三
研
ソ
イ
ル
）

◎
第
36
回
東
北
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
兼
平
成
26
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
東
北
予
選
会（
７
月

19
～
22
日
、
安
比
高
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

【
16
歳
以
下
】
▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
松
浦

洸
祐
・
菊
地
裕
太
組

◎
第
25
回
知
事
杯
争
奪
県
下
学
童
相
撲

大
会
兼
第
33
回
東
北
学
童
大
会
県
大
会
・

J
O
C
五
輪
カ
ッ
プ
第
27
回
全
日
本
小
学

生
優
勝
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
県
予
選
会

（
７
月
20
日
、
盛
岡
市
・
県
営
武
道
館
相

撲
場
）

【
知
事
杯
争
奪
県
下
学
童
大
会
】
▽
個
人
　

❷
阿
部
虎
大（
大
更
小
６
年
）

【
全
日
本
小
学
生
優
勝
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
県
予
選
】▽
４
年
生
　
❶
高
橋
涼
太（
平

舘
小
）
❷
工
藤
緑（
田
頭
小
）
▽
６
年
生
　

❶
田
村
諄（
平
舘
小
）
❸
阿
部
虎
大

◎
第
61
回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

◎
第
66
回
県
民
体
育
大
会

▪
ラ
イ
フ
ル
射
撃（
７
月
２
・
５
・
６
日
、

田
山
射
撃
場
ほ
か
）

【
男
子
】
▽
50
㍍
ラ
イ
フ
ル
伏
射
60
発
　

❸
小
船
清
悦（
八
幡
平
市
）

【
女
子
】
▽
10
㍍
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
立
射
40

発
　
❶
高
橋
沙
織（
八
幡
平
市
）
▽
50
㍍

ラ
イ
フ
ル
伏
射
60
発
　
❶
坂
本
由
美
子

（
八
幡
平
市
）

【
男
女
総
合
成
績
】
▽
市
の
部
　
❷
八
幡

平
市

▪
陸
上（
７
月
11
～
13
日
、
盛
岡
市
・
県

営
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

▽
砲
丸
投
げ
　
❶
畠
山
和
紀

▪
サ
ッ
カ
ー（
７
月
12
、13
日
、宮
古
市
・

▪
相
撲（
７
月
21
日
、
盛
岡

市
・
県
営
武
道
館
相
撲
場
）

【
団
体
】
▽
１
部
　
❶
西
根

第
一
▽
２
部
　
❷
西
根
第
一

▽
総
合
　
❶
西
根
第
一

【
個
人
】▽
２
年
生
決
勝
リ
ー

グ
　
❶
長
内
龍
❷
佐
藤
海
渡

❸
松
浦
和
啓
▽
３
年
生
決
勝

リ
ー
グ
　
❶
津
志
田
亜
睦
▽

全
国
大
会
代
表
決
定
戦
　
❶

津
志
田
亜
睦
❸
長
内
龍

志
田
亜
睦（
西
根
第

一
中
３
年
）

◎
第
５
回
東
北
女
子

相
撲
選
手
権
大
会
県

予
選
会（
７
月
13
日
、

盛
岡
市
・
県
営
武
道

館
相
撲
場
）

▽
４
年
生
決
勝
リ
ー

グ
　
❸
佐
々
木
美
海

（
田
頭
小
）
▽
５
年

生
決
勝
リ
ー
グ
　
❶

全国大会での健闘を田村正彦市長に誓う平舘
高校相撲部員ら（７月28日、市役所本庁舎）

テニスのダブルスで
活躍する松浦洸祐君

全国大会に向け気合十分の西根第一中
相撲部員ら（７月25日、市役所本庁舎）
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皆さんからの情報をお寄せください。
☎・内線 １２１３ まで。

高齢者の手を引きゴールを目指します

八坂神社例大祭では豪華な山車
が街中を練り歩きました（７月15
日、大更地内）

少年サッカークラブが多く参加し
た第３回市サマーチャレンジカッ
プ（７月５日、鬼清水グラウンド）

全日本自転車競技選手権大会で
力強くペダルをこぐ選手たち（６
月28日、岩手山パノラマライン）

笑顔でゴールに一直線
第９回市福祉運動会

　市福祉運動会が７月３０日、市安代地区体育館で開
催されました。
　運動会には、福祉関係者や老人クラブ連合会、学
生ボランティアら約300人が参加。赤・白・青・黄
色の４チームに分かれ、「ボール送り」や「車いすリ
レー」などさまざまな競技を行いました。カードに
書いてある相手を会場内から探し、ゴールを目指す

「あなたと共に」という種目では、高齢者と学生が助
け合う姿に大きな歓声が沸き起こりました。

頭上からボールをうまく送りました

鮮やかな花々が出迎え
あしろhana花フェスタ2014

　「あしろhana花フェスタ2014」が7月4日から6日ま
での3日間、荒屋新町商店街などで開催されました。
　地元の美しい庭園が一般公開されるとあって、市
民をはじめ、遠方からも多くの見学者が来訪。アジ
サイなど色鮮やかな草花に囲まれ、写真撮影やガー
デニングに関する話で盛り上がりました。また、休
憩所では、安代地区の郷土食「へっちょこだんご」な
どが振る舞われ、来訪者らは、地元の愛情あふれる
料理で、温かくもてなされました。満開の花々を観賞する見学者
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社会人の実力者が多数出場した東
日本実業団相撲選手権大会（７月
６日、市総合運動公園体育館）

広場から街中を元気に
第26回大更ガーデンフェスティバル

　第26回大更ガーデンフェスティバルが７月12日、
フーガの広場で開催されました。
　会場には、飲食物を中心にさまざまな屋台が出店。
子どもから高齢者まで幅広い年齢層の来場者の舌鼓
を打ちました。また、ステージ上では、松川一の宮
太鼓や大更小学校・西根中学校の吹奏楽部の演奏、
フラダンスサークルのダンス披露などが行われたほ
か、ちびっ子カラオケ大会も開催され、児童から高
校生まで多くの参加者の歌声が響きました。

３期９年間、人権擁護委員を務
めた髙橋悦子さんに感謝状を贈
呈（７月11日、市役所本庁舎）

勇壮な太鼓演奏を披露した「松川一の宮太鼓」

立合いから勢いよく相手に向かう豆力士

豆力士が土俵上で躍動
第９回市学童相撲選手権大会

　第９回市学童相撲選手権大会が７月26日、松尾相
撲場で開催されました。
　大会には、市内小学校の10チーム・約40人の児童
が出場。予選と決勝トーナメントで優勝を決める団
体戦と男女学年別の個人戦トーナメントが行われま
した。大会では、女子が男子を寄り切る場面や体格
差をものともしない取組が展開され、会場から歓声
があがりました。各部門の結果は、９㌻に掲載して
います。

岩手山の頂上でピッケルや旗を掲げて万歳三唱

３市町が頂で絆深める
岩手山山開き

　日本百名山の一つである岩手山（2,038㍍）の山開
きが7月１日、焼走り登山口付近などで行われ、本
格的な夏山シーズンが到来しました。
　山開き式には、関係者ら60人が参加。当日は雲が
多く変わりやすい天気でしたが、コマクサなどの高
山植物を観賞しながら山頂を目指しました。山頂で
は、本市と滝沢市、雫石町の代表者がピッケル交換
した後、達成感に満ちた表情で万歳三唱し、全員で
登頂の喜びを分かち合いました。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1213まで。

希望郷いわて国体に向け開催さ
れた第６回ダンスキャラバン（７
月25日、松野保育所）

㈱ローソンが市野球協会に学童軟
式野球大会の優勝旗を寄贈（７月
29日、市役所本庁舎）

駅伝で希望郷いわて国体をＰＲ
（７月19日、市総合運動公園）

紙飛行機を飛ばして高得点を狙え

助け合い勝利を目指す
第８回市子どもフェスティバル

　市子どもフェスティバルが７月５日、アリーナま
つお多目的屋内運動場で開催されました。
　フェスティバルには、市内の小・中学生102人、
14チームが参加。「びん立てリレー」や「心身一本立
ち」など４種目の趣向を凝らしたゲームにてこずり
ながらも、笑顔で汗を流しました。この催しは、異
なる年齢のチームでゲームに挑戦することで、楽し
く競技に取り組み、協調性や思いやりの心を育む成
長の場になっています。

真剣な表情で琴を演奏する園児たち

七夕に合わせ琴を演奏
ひなぎく幼稚園七夕演奏会

　ひなぎく幼稚園の七夕演奏会が７月５日、同園で
開催され、浴衣姿の園児たちが優雅な琴の音を響か
せました。
　演奏会には、５・６歳の園児約30人が参加。演奏
は２回に分けられ、琴の演奏と合唱する児童が入れ
替わって行われました。児童は、５月の連休明けか
ら練習した琴で「さくら」の演奏を披露し、会場に詰
めかけた保護者や家族から、努力の成果に温かい拍
手が送られていました。

市長（右）の話に耳を傾ける参加者の皆さん

市長と直接対話しよう
市長とのフリートーク

　北寄木自治会（田村他一会長）と田村正彦市長との
フリートークが6月27日、北寄木分館で開催されま
した。
　当日は、北寄木地区に住む16人が参加。市長が市
総合計画後期基本計画について説明した後、介護保
険の改定などについて、意見や質問が出されました。
市長とのフリートーク、テーマトークの開催は、希
望日のおおむね１カ月前までに、市役所市長公室秘
書広報係（☎・内線1213）へお申し込みください。
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ちびっ子が大人を場外に押し出し
会場を沸かせた「笑い相撲」（７月
17日、聖福寺）

放送200回を記念し「ＨＡＰＰＹ
八幡平」を公開生放送（７月29日、
松尾八幡平ビジターセンター）

下山後、ごみを分別する本市からの参加者

ごみは必ず持ち帰ろう
第11回四角岳美化登山

　四角岳美化登山が6月29日、本市・青森県田子
町・秋田県鹿角市・米代川源流自然の会の合同で実
施されました。
　３県総勢約60人が参加。各ルートでたばこの吸い
殻や空き瓶などのごみを拾いながら、登頂しました。
山頂では、各県代表者の状況報告と「美化登山宣言
文」の朗読が行われ、参加者は、掛け替えのない自
然を後世に引き継ぐことを誓い、環境保護の意識を
高めていました。

「染田鼓動」の演奏披露に拍手喝采

地元の芸能と味を堪能
七時雨温泉まつり

　七時雨温泉まつりが６月29日、西根老人憩の家周
辺で開かれました。
　まつりでは、グラウンドゴルフやカラオケ大会な
どを開催。来場者の皆さんがそれぞれの催しを楽し
んだほか、アユの塩焼きや地元産の野菜、手作りの
お菓子販売などに列を作っていました。また、太鼓
の演奏団体「染田鼓動」が、躍動感あふれる演奏を披
露すると、太鼓の音に聴き入った観客から惜しみな
い拍手が送られました。

指導を受けながら的を狙う参加者

集中高め的を狙い撃ち
ビームライフル体験教室

　ビームライフル体験教室が７月10、11の両日、西
根地区体育館で開かれました。
　教室には、子どもとその保護者ら約20人が参加。
希望郷いわて国体で、本市が開催地となるビームラ
イフルとビームピストルの設備が準備され、競技の
ルールなどを学びました。昨年も参加した花﨑楓

ふ う
羽

君（田頭小６年）は、「ピストルは軽く、実際にやっ
てみると面白い。将来、ぜひ国体選手になってみた
い」と目を輝かせました。
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保健のひろば
健康福祉課健康推進係　☎・内線11₇2

ささえあいの輪
地域福祉課障がい福祉係　☎・内線116₇

が添付されています。災害時に備え、活用しましょ
う。また、「おねがいカード」で支援を求められた
ときは、ご協力をお願いします。
　なお、手引きは、県社会福祉協議会のホームペー
ジ（hｔｔｐ://ʷʷʷ.ｉʷaｔｅ-ｓhaｋｙｏ.ｏｒ.ʲｐ/０9ｓｔｅｂｉｋｉ/
ｉnｄｅｘ.hｔⅿˡ）でも公開されています。
　詳しくは、市役所地域福祉課障がい福祉係まで。
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　県と県社会福祉協議会では、『障がいのある方た
ちの災害対応のてびき』を作成し、障害者手帳をお
持ちの人に届けています。この手引きは、障がい
のある人が命を守るために役立つ日頃の備えや避
難所での生活などについてまとめています。
　この手引きの中には、自分の情報や手助けして
もらいたいことを伝えるための「おねがいカード」

障がいがある人向けに『災害対応のてびき』を配布中

赤ちゃんのためにワクチン
などで予防に努めましょう

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
予
防
し
よ
う

表面　　　　　裏面

「おねがいカード」
への主な記入内容
障がいや病気の内容、
手助けしてもらいた
いこと、名前、住所、
生年月日、電話番号、
関わりのある施設、か
かりつけの病院、いつ
も飲んでいる薬など

障がいがある方たちの災害対応のてびき

おねがいカード

14No.201◎2014． 8． 7



地
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こ
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〔
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今
月
の
担
当
・
安
原
直
史　

　
田
山
地
区
に
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が
完
成
し

ま
し
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。
軽
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ラ
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な
ど
で
ピ

ザ
焼
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
場
、
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　「南大更、田
山、舘市３ク
ラブパークゴ
ルフ交流会」
を６月28日、
舘市いこいの

ています。氣比風穴
は、防災ダムが建設
された際、その道路
の切り替え工事（昭
和50年ごろ）で発見
されたものです。昨
年の法面の崩壊に伴
い、今年、土砂崩れ

広場（旧舘市小学校）で開催しました。
　45人の参加者が、互いに交流を深め、心地良い
汗を流しました。兄畑の関本トメさん（78）は「パー
クゴルフは毎日やっても飽きないよ」と、ほほ笑ん
でいました。
　なお、男子の部では畠山昭治さん、女子の部で
は関行子さんが優勝。男女共に地元選手が栄冠を
勝ち取りました。

　地域資源発見事業として、兄川地区で「智
ち え

恵の滝
整備」、兄畑地区で「氣

きのした
比風穴ミニ公園整備」を進め

防止工事が実施されました。
　兄畑の山本祐洸さん（72）は「この風穴の状態を
保存し、夏の間は、自然冷房を生かしてジュース
などを冷やすことで、暑さを和らげたい」と、風穴
整備に意気込んでいます。
　また、今後の事業として、世代間交流・農業体
験事業の「ソバまき」、成人事業の「陶芸教室」、成
人・女性事業の「ゴムボート川下り」を予定してい
ます。どなたでも参加できますので、皆さんもぜ
ひご参加ください。
　詳しくは、舘市コミセンまたは市役所地域振興
課（☎・内線1144）まで。

パークゴルフ交流会参加者の皆さん
氣比風穴ミニ公園の
現場調査（６月13日）

天井アーチ作り

石窯で焼いた田山の
マルゲリータ

耐
火
れ
ん
が
で
基
礎
固
め

火
入
れ
を
兼
ね
て
の
窯
固
め

れ
ん
が
を
積
み
上
げ

パークゴルフ３クラブが勢ぞろい

第５回 　ＱＲコードを読み
取ると、舘市コミセン
のF

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebookのページ

にアクセスできます。

コミュニティセンター通信
舘
た て い ち

市コミセン
☎73-2995

地域資源の整備に力を入れています
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　昨年度、大好評いただいた「ナイトミュージア
ム」を9月27日㈯、午後５時から開催します。
　今回は、『博物館が銀河ステーションに生まれ変
わる？！』。館内にちりばめられた星座を探すほ
か、「博物館博士の豆知識講座」「おはなしの時間」
など企画が満載です。ぜひ、ご家族で博物館へお
越しください。

新着資料を紹介します新着資料を紹介します新着資料を紹介します

企画展とナイトミュージアム開催企画展とナイトミュージアム開催企画展とナイトミュージアム開催

　市内で活動する読書ボランティアの皆さんが一
堂に会して、大人のための朗読会を開きます。
▶日時　８月29日㈮、午後６時半から
▶場所　市立図書館お話室
▶対象　成人市民
▶申し込み　８月27日㈬までに、図書館へ申し込
みください。

～ 神社をテーマに学習会を行います ～
　博物館学芸員を講師に迎え、学習会を開催しま
す（博物館企画展「おらほが鎮守！」関連企画）。
▶日時　９月12日㈮、午後６時半から
▶場所　市立図書館
▶テーマ　「八幡平市の神社、ふしぎ発見！！」
▶申込期限　９月1０日㈬
▶定員　約2０人
※詳細は、市立図書館に問い合わせください。

　大人向け「朗読を楽しむ夕べ」を開催

　市内神社の特色あるご神像やユニークな絵馬な
どを一堂に集めた企画展「おらほが鎮守！」を開催
します。
　「こんなカミサマ見だごどねぇっ！」と度肝を抜
くような造形の数々、ぜひご覧ください。
■期間　９月９日㈫から11月3０日㈰まで
■入館料　大人2００円（団体15０円）、中学生以下無料
■休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合、翌日）
関連企画❶　博物館学芸員の出張講座
　詳しくは、下の「図書館だより」をご覧ください。
関連企画❷　展示解説会（ギャラリートーク）
　博物館学芸員が、企画展の展示品について解説
します。直接博物館にお越しください（入館料が
必要です）。
■開催日　９月13日㈯、1０月４日㈯
■時間　両日とも午後１時から　

ナイトミュージアム～ここは銀河ステーション～ 　各地区のカミサマ大集合「おらほが鎮守！」

一　般
書　名 著　者　名

アクアマリンの神殿 海堂　尊
胡蝶殺し 近藤史恵
透明な迷宮 平野啓一郎
まるまるの毬 西条奈加
家づくり解剖図鑑 大島健二
自分で決める人生の終い方 樋口恵子
半径 1 メートルの想像力 山崎鎮親

児　童
書　名 著　者　名

世界のチョウ 今森光彦
にげましょう 河田惠昭
生きものつかまえたらどうする？ 秋山幸也ほか
がっこうのおばけずかん 斉藤　洋
町屋えほん 山口珠瑛
職員室の日曜日 村上しいこ

　博物館では、牛乳パックを使った灯籠作り講座を開
催中です。また、皆さんが作った手作り灯籠は、ナイ
トミュージアムで飾られます。秋の夜空を彩り、一緒
にイベントを盛り上げましょう！
▶受付期限　９月19日㈮
▶時間　午前９時から午後４時まで（受け付けは午後
3時まで）
▶場所　市博物館
※　灯籠作りに必要な材料は、博物館で用意していま

す。1０人以上で参加する際は、ご連絡ください。

灯籠作り講座に参加してみませんか
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（６月届け出分）

№ 107

広報クイズ
８月７日号の問題

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて

応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。

◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7192（住所不要）
　☆ＦＡＸ： 75-0469　
　☆メール： koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　８月25日㈪　消印有効
◎第106回の正解 同胞（はらから） ◎応募者数 人 ◎正解者数 人
◎当選者　澤口スエさん（平舘）、松尾好子さん（松尾）、玉田公三さん（松尾寄木）

本市を含む３市町で行
われる県総合防災訓練
の実施日は？

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています。（敬称略）

■人口の動き【６月30日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は１月からの合計

地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 16,770（－24） 6,262（－13）
松尾地区 6,153（－2） 2,361（－2）
安代地区 4,905（

＋

1） 1,882（0）
合　　計 27,828（ー25） 10,505（－15）
男　　性 13,434（－8）
女　　性 14,394（－17）

出生 7 死亡 29
転入 51 転出 54

項　　目 ６月 累 計
人身事故 2 21
物損事故 30 262
負 傷 者 4 29
死 者 ０ １
飲酒運転 0 ４
火 災 2 8
救 急 109 578

◎男の子

杉本　煌
こうじゅ

樹（航・優／兄畑）

佐々木　悠
は る と

隼（俊・慶子／中関）

高橋　大
や ま と

和（健太郎・真衣／野口）

◎女の子

工藤　千
ち さ と

聡（健司・理沙／曲田横間）

武田　詩
し の

乃（脩平・あおい／東）

工藤　桃
も も な

奈（良・望／五百森）

　田村　昇也　　／下町三区

　瀨川　舞　　　／岩手町

　藤江　司　　　／寺田

　齋藤　紗織　　／滝沢市

　石羽根　裕貴　／南寄木

　壽文字　菜々　／盛岡市

　畠山　慎吾　　／中松尾

　千葉　加奈恵　／盛岡市

　矢羽々　隆光　／盛岡市

　髙橋　亜由美　／寄木新田

　阿部　博満　　／畑１区

　佐藤　由紀菜　／浅沢第1

中軽米　モトヨ　84歳　寄木新田

田中　正久　　　88歳　小福田

林本　道太郎　　85歳　両沼

髙橋　けさの　　84歳　椛沢

工藤　光廣　　　63歳　北村

畠山　金一　　　86歳　大石平

立花　榮　　　　96歳　下町二区

小山田　光雄　　78歳　五日市1区

渡辺　金光　　　81歳　高宮

工藤　フヂ　　　80歳　中村

仙木　チヤ　　　91歳　南寄木

田村　光三　　　86歳　若谷地

清水畑　新悦　　78歳　町組

佐々木　ミヱ  　101歳　高宮

佐藤　美喜　　　88歳　田山上

遠藤　トメ　　　86歳　両沼

村上　クラ　　　104歳　畑2区

竹田　エス　　　97歳　松川

遠藤　マツヱ　　78歳　薬師

健やかに

お幸せに

（
（

（
（

（
（
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農業を始めたい人の 
相談会を開催します

　県や県新規就農相談センターな
どでは、「第1回新農業人フェア
inいわて」を開催します。
■日時　９月６日㈯、午前11時か
ら午後3時まで
■場所　いわて県民情報交流セン
ター（アイーナ）８階
■対象　新規就農を希望している
人、農業参入を希望する企業など
■内容　情報提供、個別相談など
　詳しくは、県農業会議総務・経
営部（☎019-626-8545）まで。

中山の園まつりに 
みんなで行こう！

　第35回中山の園まつり（一戸
町）を開催します。
■日時　９月２０日㈯、午前10時20
分から午後2時半まで
■会場　中山の園おまつり広場
　詳しくは、中山の園りんどう（☎
0195-35-2382）まで。

こころの健康相談 
気軽に申し込みを

　自分や家族の心の悩み、ひきこ
もり、認知症、飲酒の問題などに
ついて、専門医による相談会を行
います（相談には事前の予約が必
要です）。
■日時　８月25日㈪、午後１時か
ら4時まで
■場所　西根地区市民センター
■申込期限　８月15日㈮
　詳しくは、市役所健康福祉課健
康推進係（☎・内線1177）まで。

救急の日と救急医療週間 
正しい認識をしましょう

　９月9日は救急の日、7日から
１３日までは救急医療週間です。救
急医療および救急業務への正しい
理解と認識を深めましょう。
　詳しくは、厚生労働省ホーム
ページ（http://www.mhlw.
go.jp/index.shtml）をご覧くだ
さい。

農作業中の熱中症の 
予防に努めましょう

　毎年、農作業中の熱中症事故が
発生しています。適度な休憩や水
分補給を心掛けましょう。また、
事故防止のため、家族や地域の皆
さんによる声掛けをお願いします。
　詳しくは、市役所農政課農政係

（☎・内線1272）まで。

相続と登記についての 
講座を受講しませんか

　盛岡地方法務局では、相続と登
記についての講座を開催します。
参加には事前の予約が必要です。
■日時　９月10日㈬、午後2時か
ら4時まで
■場所　盛岡第２合同庁舎3階
会議室（盛岡駅西通１丁目）
■募集人員　４0人
　申し込みなど詳しくは、同法務
局総務課（☎019-624-9861）担
当・佐藤まで。

電力メーター検針の 
パート従業員を募集

　東北電力㈱盛岡営業所では、
パート従業員を募集しています。
■募集人員　若干名
■職務内容　電力メーター検針
■勤務地　八幡平市と盛岡市・滝
沢市・岩手町の一部
■応募要件　普通自動車免許
　詳しくは、同営業所（☎019-
653-3613）担当・阿部まで。

放射線などの測定結果について

　西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質の測定を行っています。
　その結果、6月26日、7月3日・
10日・17日・22日の測定では、
放射性物質は検出されませんでし
た。内容は、市ホームページで公
開しています。
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

18No.201◎2014． 8． 7



介護認定調査員の 
採用試験行います

　盛岡北部行政事務組合では、介
護認定調査員を募集しています。
■申込期限　８月２５日㈪
■受験資格　介護支援専門員、保
健師、看護師、社会福祉士、介護
福祉士のいずれかの資格および普
通自動車運転免許を有し、八幡平
市、岩手町、葛巻町のいずれかに
住所を持つ人
■試験日　９月1日㈪
■賃金　月額20万4,400円
■勤務時間　午前9時から午後
3時45分まで（土・日曜日、祝日
を除く）
　試験科目や労働期間など詳しく
は、同組合（☎74-2716）まで。

全国消費実態調査への 
ご協力をお願いします

　全国から統計的な方法に基づい
て選定された世帯を対象に、26年
全国消費実態調査を9月から11
月までの3カ月間実施します。統
計調査で集められた個人情報は、
統計法で保護されます。
■調査目的　国民の生活の様子を
家計の所得・消費・資産から総合
的に把握すること。
　詳しくは、市役所市長公室情報
統計係（☎・内線1214）まで。

消防職員の採用試験 
願書受け付け中です

　盛岡地区広域消防組合では、消
防職の職員採用試験を実施します。
■申込期間　8月１８日㈪から９
月10日㈬まで
■第１次試験日　10月19日㈰
■試験会場　盛岡市総合福祉セン
ター（若園町2番2号）ほか２会
場　※申し込み受け付け後、受験
票返送時に、会場を指定します。
■採用予定人数　20人
　受験資格など詳しくは、同地区
同組合事務局（☎019-626-7403）
まで。

認知症介護について 
情報交換しませんか

　市では、認知症の方を介護して
いる、または介護していた家族の
情報交換会「家族のつどい」を開催
します。
■場所　❶西根地区市民センター

（西根・松尾地区）❷ふれあいセン
ター安代（安代地区）
■日時　❶8月26日㈫、午後2時
から3時半まで❷８月29日㈮、午
後1時から2時半まで
　詳しくは、市役所地域包括支援
センター（☎・内線1184）まで。

55歳以上の求職者に 
無料で講習会を開催

　公益社団法人市シルバー人材セ
ンターでは、「ビル・ハウスクリー
ニング講習」を行います。
■実施期間　9月1日㈪から9
日㈫まで（土・日曜日を除く）
■申請期限　8月20日㈬
■申し込み方法　ハローワーク盛
岡4番窓口に備え付けの用紙に
必要事項を記入し、その場で提出
■対象　55歳以上でハローワー
クに求職登録しており、講習期間
の全日程に参加できる人
　詳しくは、同センター（☎64-
1511）まで。

２つの給付金の 
申請はお早めに

　臨時福祉給付金、子育て世帯臨
時特例給付金の申請を受け付けて
います。
■申請期限　10月1日㈬
■場所　▶臨時福祉給付金＝市民
センター給付金窓口▶子育て世帯
臨時特例給付金＝市役所地域福祉
課児童福祉係　※両給付金は、松
尾・安代両総合支所地域振興課、
田山支所でも申請ができます。
　詳しくは、市民センター給付金
窓口（☎・内線1554）、市役所地域
福祉課児童福祉係（☎・内線1157）
まで。

高齢者の悩み事など 
無料で相談応じます

　県高齢者総合支援センターで
は、「シルバー110番」を設置し、
高齢者や家族の日常生活の中での
悩み事などの相談に応じます。
■相談専用電話　0120-84-8584
■時間　午前9時から午後5時
まで（土・日曜日、祝日を除く）
　詳しくは、同センター（☎019-
625-0110）まで。

８月30日から7日間 
建築物防災週間です

　８月30日㈯から９月5日㈮ま
で、建築物防災週間です。
　県では、防災上の配慮が強く求
めらている建築物を中心に防災査
察を行い、必要に応じて指導しま
す。また、期間中は、建築物の防
災についての相談を受け付けます。
■防災相談所　▶県庁県土整備部
建築住宅課（☎019-629-5937）
▶盛岡広域振興局土木部（☎019-
629-6650）
　詳しくは、市役所建設課建築係

（☎・内線2527）まで。

自立や就活の相談会で 
若者をサポートします

　もりおか若者サポートステー
ションでは、15歳から39歳まで
の若者やその家族の就労・自立に
関する相談を無料で実施します

（相談には事前の予約が必要です）。
■日時　8月18日㈪、午前10時か
ら午後４時まで
■場所　西根地区市民センター
■相談時間　1人当たり約50分
■予約方法　電話またはメール

【締め切りは8月16日㈯まで】
■予約受け付け　月曜日から金曜
日および第2・第4土曜日の午
前9時から午後5時まで
　詳しくは、同サポートステー
ション（☎019-625-8460）加藤、
渡邊、山本または電子メール

【mail@morisapo.jp】まで。
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　昭和2₃年生まれ。昭和50年に公
開された映画「同胞」に自身も出
演。その後も山田洋次監督らと親
交を深め、平成₁5年には自宅に資
料展「同胞塾」を開設。作品の魅力
を今に伝える。Ｏ型のおとめ座
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婚
し
た
み
た
い
で
す
ね
」と
、

は
に
か
み
ま
す
。

　

そ
ん
な
工
藤
さ
ん
は『
同
胞

塾
』を
通
じ「
も
っ
と
視
野
を
広

げ
、
心
が
豊
か
に
な
り
、
夢
を

語
り
合
え
た
ら
幸
せ
。
こ
れ

か
ら
も
、
全
国
各
地
の『
同
胞
』

フ
ァ
ン
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
頑
張
り
た
い
」と
、
青

春
時
代
そ
の
ま
ま
に
意
気
込
み

を
語
り
ま
す
。

　
※「
同
胞
塾
」を
見
学
さ
れ
た

い
方
は
、
工
藤
さ
ん
に
必
ず
電

話︵
☎
７
４
︲
₃
₂
₇
₄
︶連
絡

の
上
、
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
。

見
学
は
無
料
で
す
。

自宅２階の「同胞塾」で資料
を手に取る工藤金子さん

▪
編
集
後
記

　
旧
松
尾
村
を
舞
台
に
撮
影
が
行
わ
れ

た
映
画「
同
胞
」を
今
回
の
40
周
年
を
記

念
し
た
感
謝
祭
で
初
め
て
観
賞
し
ま
し

た
。
感
謝
祭
で
山
田
洋
次
監
督
が「
40

年
前
の
松
尾
の
風
景
、
暮
ら
し
が
そ
の

ま
ま
に
映
っ
て
い
る
。
精
一
杯
青
春

し
て
い
た
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
皆

さ
ん
の
誇
り
に
し
て
ほ
し
い
」と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
と
お
り
、
心
が
熱
く
な

る
青
春
映
画
で
し
た
。
ま
だ
観
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
観
賞
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
で
語
り

継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
！　
︵
佐
々
木
︶

今月の表紙 みんなが注目。ボールの行方は？

　第８回市老人スポーツ大会が７月2₃日、
市総合運動公園多目的運動場で開催され、
参加者はすがすがしい汗を流しました。
　大会は、地区や地域ごとに４チームに分
かれた団体戦。徒競走のほか、特色ある団
体競技が行われ、参加者は競技と応援共に
全力を出し切りました。
　結果は次のとおりです。
❶大更・寺田❷松尾❸田頭・平舘❹安代

若々しい走り


